
ブレーキシリ

レーキ裟f位の各部品およびその組合わせについて性能を検討す

るものである。後者についてはっき.に示すよ うに工場あるいは

現場で使間される試験装1ll と， 研究のために伎則される裟1iï と

がある。

3 T 試験台は工場などで三励弁の機能検査を行うためのもの

である。わが国では一部改造によって A動作弁の検査にも使え

るようにしてある。なおU 自在弁は別に試験台が必要である。

閣はこの配管を示す。 三ífOJ弁以外の~気プレーキ剖1，日1 たとえば，
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ブレーキ弁，滅I:E弁， 分配弁，その他についてはそれぞれの後

能検査装frIがある。単車試験~は現率に三動弁(動作弁を含む)

がついたままで， その機能を検査するもので客111用と }'{111 }fJと

がある。取扱に[史手11なよ うに組立てられている。

列車ブレーキ装置試験台は笠気ブレ ー キ淡泊の総合的障霊能検

討を行うことと ，

各部品の列車用

プレ ー キとして

の機能の研究を

行うための試験

談位で，貌JI1 と

同じ配管をイT し

ている。写真は
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装置試験台で，

機関車 1 阿，1'{ 貨物列lll~気ブレーキ主主位試験合

111100 両分の空気ブレ ー キ部品と西日T を;fj- し，計測および実験

に{史なるよう m立てられたものである 。(野村妓夫)

ブレーキ シ リ ン ダ (英) brake cylinder (jIj() Bremszylinder 

(仏) cyl indre � frein 圧力説Ej，!，を収~し，あるいは其'生によ

りこの圧力と大気圧との差圧で汁tHめするピストンの力を利用し

て， プレーキ力を発生させるようにした装iU またはその円筒休

のみをしづ 。 γ リ γ ダ内部の圧力を大気圧より低くするものと

日くするものとがあり ， 前者ーは其'企プレ ー キ j刊に，後者は圧力

空気ならびに蒸気プ レ ー キJ1'1 に用いられる。 J:J;~プレ ー キおよ

び諜気プレーキは現在わが国ではほとんど111 し、られていない。

厨欽で使用されている空気プレー キ装i泣丹j プレ ー キ γ リ ソダ

は， Jllf湿ならびに空気プ レーキの形式に よ り多樋多機あり (甘く

ベー ジ表)多く は車体台わくに取付けられ，また台111に取付けら

れて越礎プレーキ装置1の一端にプレーキ力を加え， これを介し

て~J鈴子に力を伝えるのであるが， プレ ー キシリソダ自体の主

十l されており ， この内部にjIfI俸をさし込む。プレーキシリング

が無庄の場合ピス ト ンはゆるめばねでシリ γ グ』、た自111に計I1 しつ

けられている。事I1締ス リー プ他端には事1 1俸止めおよびピンがI仮

付け らオ1ている ものと ， ないものとあり ， 前者はプレーキシリ

ン〆内部にあるゆるめばねがピストンを元にもどすとともに，

jl jl俸が紅去りにされないよう基礎プレ ー キ装位をもゆるめるた

めに用いられ， 後者は基礎プレ ーキ装置にもどしばねをもった

ものに用いられる。ただ し大部分の貨車は構造を簡単にするた

め， H司輪子その他の自重で基礎プレーキ装置をもどすようにな

っているので，基礎プ レー キ装置にもどしばねがないが抑締止

めは設けられて

いない。 jl1 1僚の

先端ピストゾと

の接触郎は球而

2 制御弁座付ブレー キ γ リ "/fi{

になっており ， ご U
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たがってプレー#鮒何庄

キシリ γ 〆中，心
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をそれでも，ある程度自由にífVJき得るようにするとともにピス

ト γのこじれを防止している。

また，自動プ レーキ装1(t用プレ ー キシリンダのγ リソダ体内

i\t:には， γ リ ンダ圧力ふた制IJから長さ約 60 mm の漏れみぞを設

け， ~ljll1illi転中制御弁のもれによる不時のプレーキ作用が起る

ことをJijj~ 、でいるが， 直通プ レ ー キ用のものは巡転士によりプ

レーキ弁がゆるめ位t(1におかれ， lI(fi実に吐出し 口 が聞 く ため，

もれみぞを設ける必要はない。

プ ν ーキ シ リソ ダの大きさは内径×行程で、表わされる。プレ

ーキシリ γ ダの圧力は列車を通じて一定としているので， 所要

制輸子LE力を与えるためにはプレーキ倍率に怖を持たせ， パッ

キンなど保修部品の極別を少なくするため，プレ ー キシ リ ソダ

のi江径の段階を極力少なく数段階に止めている。現在国内で使

Jnされているものの内径は 152 mm (6つ ， 180 mm (7つ， 203mm 

(8") , 254 mm (10つ ， 305 mm (l 2") , 356 mm (l 4つ， および

406mm (1 6") の 7 紐である。 1 80 mm (7") のものはウェ スチ γ

グハウス社にはなく ， わが隠lで初めて1'{ll1m プレーキγ リソ ダ

を保) IJ した とき，わが国の貨車に適合するよう設けられたもの

である。行程は動力111mのものは大部分 250 mm であるが， 一

郎の後以IJI1には 1 30 および 150 mm の続行程のものがある。答:

1'í: 111は flY，'造上， 前者にくらべて手まめな保守を裂しない関係上，

行肢を 300 mm とし ピスト γ行程の調整純聞も大き く してい る。

弁第iのプレ ー キ作用によって プレ ー キシ リ γ 〆に圧力空気が

進入すると ， ピストン行程の最初の 5- 6cm の聞は漏れみぞか

ら逃げるが流入金が多いので， ピストンはただちに漏れみそ.を




